
　社会資本総合整備計画 事後評価書
計画の名称 浜見平地区における生活防災拠点としての利便性・安全性の向上（その３）

計画の期間   令和０２年度 ～   令和０６年度 (5年間) 重点配分対象の該当

交付対象 茅ヶ崎市

計画の目標 浜見平団地の建替に伴い、緑地、道路の整備を行い、生活・防災拠点として安全・安心なまちづくりを行う。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）                 274  Ａ                 274  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（R２当初） （R４末） （R６末）

   1 松尾川の緑道化整備に伴う満足度アンケートを通行者に対して実施（満足度：39%→70%）

松尾川雨水幹線の暗渠化及び緑道化を行い、通行者に対して整備に関する満足度アンケート調査を行う。 39% 50% 70%

   2 左富士通り及び鉄砲道の電線地中化及び道路整備に伴う満足度アンケートを通行者に対して実施（満足度：42.1%→70%）

左富士通り及び鉄砲道の電線地中化及び道路整備を行い、通行者に対して整備に関する満足度アンケート調査を行う。 42% 50% 70%

   3 左富士通り片側歩道部を両側歩道として整備し、歩道整備に伴う満足度アンケートを通行者に対して実施（満足度：36.9%→50%）

地区内の主要道路である左富士通りの片側歩道箇所の用地買収を行い、両側歩道として整備する。整備に関する満足度アンケート調査を行う。 36% 40% 50%

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む －

1 案件番号： 



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 R02 R03 R04 R05 R06 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

住環境整備事業

A16-001

住宅 一般 茅ヶ崎市 直接 茅ヶ崎市 － － 浜見平地区住宅市街地総

合整備事業

緑道化354m、電線地下埋設18

5m、道路整備295m

茅ヶ崎市  ■  ■  ■  ■  ■         274 －

 小計         274

合計         274

1 案件番号： 



事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施時期

公表の方法

○事業効果の発現状況

定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

○特記事項（今後の方針等）

本事業の所管課である拠点整備課において、整備に伴う満足度アンケートを通行者に
対して実施し、事業の数値目標の達成状況や事業効果の発現状況の検証及び要因の分
析を実施した。

事後評価の実施体制

          案件番号：

令和７年９月

市公式ホームページにて公表

・浜見平地区の周辺は災害時の延焼クラスター地域となっており、周辺から当地区内への避難を可能にするため松尾川雨水幹線
の整備を進めている。緑道化整備を実施することで周辺から当地区への避難が可能となる。地区南側の半分程度まで緑道化工事
が完了し快適な歩行空間を形成した。
・鉄砲道の一部電線類地中化、左富士通りの道路整備工事も実施したため、通りの景観、防災性・安全性が向上が図られた。

URによる建替え事業事業のスケジュールを勘案しつつ、浜見平地区まちづくり計画及び第２次浜見平地区まちづくり整備実施計画に基づき事業を適宜実施していく。



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 1

最　終
目標値
70%

地区南側の半分程度まで緑道化工事が完了し事業の進捗はあるが、当初の整備範囲より縮小したため、実績値と差が出た。

最　終
65%

実績値

 2

最　終
目標値
70%

鉄砲道の一部電線類地中化、左富士通りの道路整備工事を実施したが、当初の整備範囲より縮小したため、実績値と差が出た。

最　終
68%

実績値

 3

最　終
目標値
50%

中間評価時点から事業の進捗がなかったため、実績値と差が出た。

最　終
41%

実績値

1 案件番号：


